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国際ロータリー会長  ジョン・ジャーム 氏 

国際ロータリーテーマ 

ROTARY SERVING HUMANITY 

人類に奉仕するロータリー 

■会長  中山 昌実    ■幹事  岡部 知之 
事務局 広島市南区松原町 1-5 ホテルグランヴィア広島 6F 

 TEL 082-506-0050 FAX 082-506-2530 
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例 会 毎週木曜日 12：30  ホテルグランヴィア広島 

２０１６年１０月２７日発行 Vol．１４９０

 
ロータリーソング  ｢それでこそロータリー｣ 

来客紹介 親睦委員会 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告 

同好会報告 

ニコニコ箱 ニコニコ委員会 

卓話時間 ｢新会員自己紹介｣ 

 堤  大地 会員 

 川上  武 会員 

 

ロータリーソング  ｢Ｒ-Ｏ-Ｔ-Ａ-Ｒ-Ｙ｣ 

来客紹介 親睦委員会 

連続出席表彰 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告 

同好会報告 

ニコニコ箱 ニコニコ委員会 

卓話時間 ｢米山奨学生として学び経験したこと｣ 

 元米山奨学生 

 ダス・ラリット クマール 氏 

 

 
左から、２年 森会員・５年 渡部会員・２３年 山田会員 

(欠席 ９年 高原会員･６年 山村会員) 

 

ご来客の皆さんにはようこそお越し下さいました。時間の許す限りご

ゆっくりおくつろぎください。 

先週の銀河クルーズと夜間例会には６０名もの会員に参加いただ

き、ありがとうございました。親睦委員会の方々にはお疲れ様でし

た。先週もお話しましたが宇品みなと公園にはクラブ創立３５周年

の記念事業として植樹を行い、石碑を配置しております。機会があ

りましたら是非覗いてみていただければと思います。 

さて、本日は１０月２０日で今日から土用です。土用といえば皆さん

は土用の丑の日でウナギを食べないと、と思われるでしょう。土用

は立春、立夏、立秋、立冬の前１８日間をいいます。１０月２０日は

立冬の１８日前で冬の土用となります。平賀源内にあやかり、今年

から冬の土用には牡蛎を食べるという習慣を世に広めることとしま

した。現在は言ったもの勝ちです。皆さんも是非ご協力をお願いし

ます。 

 

《お知らせ》 

＊１０月３０日(日)に国際会議場で開催される｢地区大会｣ですが、

出欠の変更がある場合は事務局にお知らせください。 

《ＢＯＸ配布物》 

＊米山豆辞典 

＊１１月例会予定表 

 

親睦委員会   

＊秋の懇親例会のお礼および報告 

財団プログラム委員会  上河内会員 

＊例会終了後、委員会開催 

 

野球同好会  越智会員 

１０月１６日(日)に京都において、広京会野球大会が実施されました。

今回、京都に行けなかった祝寿の方に帽子を贈呈しました。 

 

米寿 福田拓造会員 

傘寿 原田義弘会員 

おめでとうございます！ 

前回の例会   2016 年10 月20 日(木)  第2289 回 

連続出席表彰 

会長時間          会長  中山 昌実 

幹事報告           幹事  岡部 知之 

委員会報告 

同好会報告 

本日の例会
2016 年１０月２７日（木） 

第2290 回 
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《自主出宝》 

中山会員･三保会員･岡部会員･丸本会員･小林(孝)会員 

先週の夜間例会・広島ﾍﾞｲｸﾙｰｽﾞにはたくさんの会員にご出席いた

だき誠にありがとうございました。杉町理事・藤田委員長をはじめ親

睦委員会のみなさま設営ご苦労さまでした。 

杉町会員･吉永会員･藤田会員・樽本会員・土井会員･山田会員・桑

村会員・武部会員・小林(直)会員･秋山会員･中川良浩会員・藤澤会

員・古田会員･福永会員･川村会員・河村会員･堤会員･新谷会員･

川上会員 先週開催されました｢秋の懇親例会&広島ﾍﾞｲｸﾙｰｽﾞ｣に

は多数のご参加本当にありがとうございました。次回ｸﾘｽﾏｽ家族会

に向けて委員会ﾒﾝﾊﾞｰ一同頑張って参りますので、引き続き宜しく

お願い致します。 

菅会員・武部会員･二井本会員 本日、米山記念奨学事業について

ご説明させて頂きます。宜しくお願い致します。 

山田会員 お陰様で２３年になりました。 

森会員 お陰様で２年を迎える事が出来ました。今後もご指導宜し

くお願い致します。 

山坂会員・中山会員・東会員・山下(正)会員・山内会員・岡部会員・

神農会員・越智会員・武部会員・森会員・浦会員 １６日(日)に京都

にて広京会野球大会が開催され、２試合とも勝利で帰って参りまし

た。 

藤澤会員★ 今月、息子が２０歳の誕生日を迎えました。まだ大学

２年生ですが、子育ても半分終わったような感じで感慨もひとしおで

す。 

土井会員・増田会員・久保(雅)会員・石井会員・山内会員・桑村会

員・丸本会員・小河会員・小林(孝)会員・吉永会員 釣り同好会総勢

１０名で五島遠征に行ってきました。前日からの雨は上がりました

が風が強く波の高さは３ﾒｰﾄﾙ。決死の覚悟で出港しましたが、絶好

のﾎﾟｲﾝﾄには行く事が出来ず釣果はｲﾏｲﾁでした。翌日ﾘﾍﾞﾝｼﾞを計る

もさらに風が強くなり敢え無く断念。自然の力を見せつけられました

が全員無事に帰って来る事が出来ました。 

岩森会員 家内の誕生日に美しい花をお届け頂きありがとうござい

ました。花が好きなので、早速に活けておりました。 

岡田(昌)会員 妻の誕生日にお花を頂きました。ありがとうございま

した。 

塩本(千)会員 社内会議の為、早退します。 

 
★=１０,０００円 ☆=５,０００円 ◆=３,０００円 ◇=２,０００円 

 

『米山月間に因んで』 
 

米山奨学委員会 

副委員長 武部清史 会員 

 

ﾛｰﾀﾘｰ米山記念奨学事業と

は、日本のﾛｰﾀﾘｰが作った

独自の事業で、３４地区、全

地区の合同ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄです。 

１９５２年に事業が始まって

以来、一貫して、日本で学ぶ外国人留学生を支援しています。 

「公益財団法人ﾛｰﾀﾘｰ米山記念奨学会」というのは、この事業を

おこなうために、日本のﾛｰﾀﾘｰが協同して運営する奨学財団で、

財源はすべてみなさんからのご寄付で成り立っています。 

この奨学金の最大の特長は「世話ｸﾗﾌﾞ・ｶｳﾝｾﾗｰ制度」です。銀

行振込が多い他の奨学金とは違って、米山奨学生にはﾛｰﾀﾘｰ

活動に共に参加してもらい、交流することを大切にしています。 

本日お配りしている「米山豆辞典」は米山記念奨学会の事業に

ついて非常に解りやすく書かれていますので、是非、ご一読い

ただき、今後とも米山記念奨学会へのご寄附などご協力をお願

いいたします。 

 

 

『米山奨学生として学び経験したこと』 
 

元米山奨学生 

ダス・ラリット クマール 氏 

 

ダスさんは、今年９月まで米

山奨学生で、当ｸﾗﾌﾞが世話

クラブを担当していました。 

日本に来てからことや米山

奨学生として経験したことを

お話しいただきました。 

以下は、奨学生報告書からの抜粋です。 

『２０１２年に広島大学大学院医歯薬保健学研究科博士課程医

歯薬専攻に入学しました。母国で外科医として、移植外科と移

植免疫を学ぼうと決め、肝臓・腎臓移植に特化した広島大学消

化器・移植外科学選びました。母国では腎臓移植外科施設はあ

りますが、肝臓移植施設は未だ始まっておりません。学位取得

と臨床経験後に、妻と共に母国に帰ることは母国にとって重要

な遺産であり、母国に戻った際には、私のﾁｰﾑですぐにでも肝

臓移植を行おうと計画しております。２０１５年４月～２０１６年９

月まで米山記念奨学財団奨学金を受給しました。財政面の支

援だけでなく、人々との関わり、様々な地で日本の伝統・文化を

学び、日本をあらゆる観点から知る事ができました。 

私の世話ｸﾗﾌﾞは、広島北ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞです。彼らは私を家族のよ

うに受け入れてくれました。彼らは、私を愛してくれ、心から気に

掛けてくれました。 

大学院生としては、日本、ｱﾒﾘｶ、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ﾈﾊﾟｰﾙでの国内・国

際学会で、自身の研究成果を発表する機会を得る事もでき、と

ても感謝しています。この経験は、私の知識を高めと目標を達

成する手助けとなりました。 

母国ﾈﾊﾟｰﾙでは去年地震があり、多くの人々が被災しました。ﾛ

ｰﾀﾘｰ米山記念奨学会に感謝しています。この時、ﾛｰﾀﾘｱﾝや多

くの日本人が私の国の為に助けてくれました。 

ﾈﾊﾟｰﾙの人々のために活動してくれる日本の人々の行いにとて

も心を打たれました。母国に戻って、厳しい仕事でも、国の為、

人々の為に、一生懸命に頑張っていこうと思います。 

私は私たちのこの友情が永遠に続くと信じています。ここでの生

活は私の宝になります。本当にありがとうございました。』 

 

 

ニコニコ箱        発表：森 直基会員 

当日計 65,000 円  累計 845,000 円

卓 話 時 間 

■出席報告 出席委員会 

２０１６年１０月２０日（木） 会員数 ９５名 

出席 ７２名  欠席 ２３名 

来賓  １名  来客  １名 

１０月６日例会 修正後出席率 １００％ 

■来客紹介  親睦委員会 

ダス･ラリット クマール 様（元米山奨学生） 

前田 昌裕 様（広島ＲＣ） 

■次回例会案内  ２０１６年１１月１０日（木） 

卓話 「こども療育ｾﾝﾀｰの社会的役割」 

     広島市北部こども療育センター 

     業務課 療育科長 桑田和子 氏 

食事 幕の内 

（１１月３日(木)は祝日の為、休会です。） 


